
平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日
提
出

質

問

第

一

三

二

号

一
九
九
六
年
五
月
の
ビ
ザ
な
し
交
流
に
同
行
し
た
外
務
省
職
員
が
暴
行
を
受
け
た
と
さ
れ
る
や
り
取
り
の
経
緯

に
対
す
る
外
務
省
の
認
識
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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一
九
九
六
年
五
月
の
ビ
ザ
な
し
交
流
に
同
行
し
た
外
務
省
職
員
が
暴
行
を
受
け
た
と
さ
れ
る
や
り
取
り
の
経
緯

に
対
す
る
外
務
省
の
認
識
に
関
す
る
質
問
主
意
書

「
政
府
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
九
第
九
八
号
）
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

「
政
府
答
弁
書
」
で
は
、
一
九
九
六
年
五
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
の
日
程
で
国
後
島
を
訪
問
し
た
ビ
ザ
な
し
交

流
（
以
下
、
「
ビ
ザ
な
し
交
流
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
北
方
四
島
訪
問
団
（
以
下
、
「
訪
問
団
」
と
い
う
。
）
の
日
程
（
以

下
、
「
日
程
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
「
一
般
に
、
四
島
交
流
の
枠
組
み
で
北
方
領
土
を
訪
問
す
る
訪
問
団
の
具
体
的
な

行
程
を
記
載
し
た
日
程
表
（
以
下
「
日
程
表
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
訪
問
の
実
施
団
体
に
お
い
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
御

指
摘
の
訪
問
団
の
日
程
表
に
つ
い
て
も
、
実
施
団
体
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
と
承
知
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、
「
日
程
」
の
作
成
に
外
務
省
は
全
く
関
与
し
て
い
な
い
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

前
回
質
問
主
意
書
で
、
「
日
程
」
の
内
容
を
全
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
と
問
う
た
が
、
「
政
府
答
弁
書
」
で
は
何
ら
明
確

な
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
一
で
、
「
日
程
」
の
作
成
に
外
務
省
が
関
与
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、
「
日
程
」
に
ど
の
様
な

も
の
が
あ
っ
た
の
か
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
再
度
求
め
る
。

三

「
日
程
」
に
、
ビ
ザ
な
し
交
流
五
周
年
を
記
念
し
て
の
桜
の
植
樹
（
以
下
、
「
植
樹
」
と
い
う
。
）
が
組
み
込
ま
れ
て
い

一



た
か
と
の
問
い
に
対
し
て
、
「
政
府
答
弁
書
」
で
は
「
外
務
省
と
し
て
、
御
指
摘
の
訪
問
団
の
日
程
表
に
つ
い
て
は
事
前
に

実
施
団
体
か
ら
外
務
省
に
提
出
さ
れ
て
い
た
と
承
知
す
る
が
、
苗
木
の
持
込
み
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
庁
か
ら
事
前
に
協
議

を
受
け
て
い
な
か
っ
た
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
右
は
質
問
に
真
正
面
か
ら
答
え
た
答
弁
で
は
な
い
。
「
植

樹
」
が
「
日
程
」
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
の
か
ど
う
か
、
外
務
省
と
し
て
「
植
樹
」
を
行
う
こ
と
を
事
前
に
承
知
し
て
い
た

の
か
ど
う
か
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
再
度
求
め
る
。

四

三
の
政
府
答
弁
で
外
務
省
が
「
苗
木
の
持
込
み
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
庁
か
ら
事
前
に
協
議
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
」
と

す
る
の
は
、
外
務
省
と
し
て
苗
木
の
持
込
み
を
事
前
に
承
知
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

五

三
で
、
外
務
省
が
「
植
樹
」
の
実
施
を
事
前
に
承
知
し
て
お
き
な
が
ら
、
四
で
外
務
省
が
苗
木
の
持
込
み
を
事
前
に
承
知

し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
の
な
ら
、
そ
れ
は
不
自
然
で
は
な
い
か
。
「
植
樹
」
を
行
う
の
な
ら
ば
、
事
前
に
そ
の
為
の
苗
木

を
持
っ
て
い
く
の
が
当
然
で
あ
り
、
ま
た
「
日
程
」
は
内
外
に
対
し
て
公
表
さ
れ
る
も
の
で
も
あ
る
。
一
九
九
六
年
五
月
二

十
四
日
に
根
室
市
で
行
わ
れ
た
「
訪
問
団
」
の
結
団
式
で
も
、
チ
シ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗
木
五
本
を
根
室
市
が
「
訪
問
団
」
に
託

し
た
旨
、
新
聞
で
も
報
道
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
知
ら
な
い
と
す
る
の
は
不
自
然
で
説
得
力
が
な
い
と
考
え
る
が
、
外
務
省

の
見
解
如
何
。

二



六

「
ビ
ザ
な
し
交
流
」
の
際
に
「
訪
問
団
」
に
同
行
し
た
加
賀
美
正
人
現
国
際
情
報
統
括
官
組
織
国
際
情
報
官
（
第
四
担

当
）
が
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
か
ら
殴
打
を
受
け
た
と
主
張
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
（
以
下
、
「
殴
打
」
と
い
う
。
）
が
事

実
で
あ
る
と
外
務
省
が
認
識
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
う
考
え
る
根
拠
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
政
府
答
弁
書
」
で
は

「
外
務
省
と
し
て
御
指
摘
の
事
実
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
年
二
月
十
九
日
内
閣
衆
質
一
六
九

第
七
八
号
）
の
四
か
ら
六
ま
で
に
つ
い
て
等
で
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
と
お
り
で
あ
っ
て
、
当
時
、
主
に
御
指
摘
の
者
か
ら

提
出
さ
れ
た
当
時
の
報
告
書
及
び
診
断
書
か
ら
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
文
書
が
残
さ
れ

て
お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
外
務
省
は
加
賀
美
氏
か
ら
当
時
提
出

さ
れ
た
報
告
書
と
診
断
書
（
以
下
、
「
報
告
書
・
診
断
書
」
と
い
う
。
）
が
真
実
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

加
賀
美
氏
が
意
図
的
に
虚
偽
の
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
を
提
出
し
て
い
る
と
は
考
え
な
い
の
か
。
「
政
府
答
弁
書
」
で
は

何
ら
明
確
な
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
、
再
度
答
弁
を
求
め
る
。

七

「
政
府
答
弁
書
」
で
は
「
殴
打
」
に
つ
い
て
、
「
御
指
摘
の
事
実
が
あ
っ
た
の
は
平
成
八
年
五
月
二
十
六
日
夜
か
ら
同
月

二
十
七
日
未
明
ま
で
の
間
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
「
殴
打
」
が
あ
っ
た
と
す
る
場

所
は
ど
こ
か
、
外
務
省
は
承
知
し
て
い
る
か
。

三



八

「
殴
打
」
に
つ
い
て
、
「
報
告
書
・
診
断
書
」
の
み
で
は
な
く
、
加
賀
美
氏
本
人
に
外
務
省
と
し
て
話
を
聞
い
た
か
、
鈴

木
宗
男
衆
議
院
議
員
と
加
賀
美
氏
が
二
人
き
り
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
、
ま
た
「
殴
打
」
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
現
場
に
居

合
わ
せ
た
他
の
人
間
か
ら
も
話
を
聞
い
た
か
と
の
問
い
に
対
し
て
、
「
政
府
答
弁
書
」
で
は
「
そ
の
他
の
お
尋
ね
に
つ
い
て

は
、
文
書
が
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
右
は
外
務
省
が

「
報
告
書
・
診
断
書
」
の
み
を
「
殴
打
」
が
あ
っ
た
と
認
識
す
る
根
拠
と
し
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
一
切
承
知
し
て
い
な
い

と
考
え
て
良
い
か
。
「
政
府
答
弁
書
」
で
は
何
ら
明
確
な
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
、
再
度
答
弁
を
求
め
る
。

九

公
正
の
定
義
如
何
。

十

公
平
の
定
義
如
何
。

十
一

当
方
は
、
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
と
加
賀
美
氏
以
外
に
、
「
殴
打
」
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
現
場
に
居
合
わ
せ
て
い
た
辻

中
義
一
羅
臼
町
長
、
野
村
義
次
北
海
道
議
会
議
員
、
中
津
俊
行
根
室
支
庁
長
、
大
濱
芳
嗣
総
務
庁
北
方
対
策
本
部
参
事
官
補

佐
（
い
ず
れ
も
当
時
）
の
四
名
に
対
し
て
、
「
殴
打
」
の
事
実
が
あ
る
か
否
か
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
二
〇
〇
二
年
三
月
十

三
日
と
十
四
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
大
室
征
男
、
関
根
靖
弘
両
弁
護
士
を
通
じ
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
テ
ー
プ
に
録

音
も
し
て
い
る
。
そ
の
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
、
右
四
名
か
ら
は
「
殴
打
」
が
な
さ
れ
た
事
実
は
な
か
っ
た
と
の
回
答
を
得

四



て
い
る
。
外
務
省
は
、
右
の
聞
き
取
り
調
査
の
様
に
、
「
殴
打
」
の
事
実
を
証
明
す
る
た
め
に
客
観
的
な
調
査
を
し
て
い
る

か
。

十
二

十
一
で
、
客
観
的
な
調
査
も
せ
ず
、
「
報
告
書
・
診
断
書
」
の
み
を
根
拠
と
し
て
「
殴
打
」
が
あ
っ
た
と
す
る
外
務
省

の
答
弁
は
、
公
正
、
公
平
で
、
信
頼
に
足
り
る
か
。

十
三

「
訪
問
団
」
に
同
行
し
た
加
賀
美
氏
が
求
め
ら
れ
る
業
務
の
遂
行
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
「
政
府
答
弁
書
」
で
は

「
訪
問
の
手
続
、
関
係
者
と
の
連
絡
折
衝
等
」
と
、
ま
た
根
室
に
帰
港
し
た
後
の
日
程
に
つ
い
て
は
「
花
咲
港
に
帰
港
後
、

記
者
会
見
の
予
定
で
あ
っ
た
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
一
般
に
、
殴
打
等
の
暴
行
を
受
け
た
場
合
は
、
一
刻
も
早

く
病
院
に
行
き
、
診
断
を
受
け
る
の
が
普
通
で
あ
る
と
考
え
る
。
「
殴
打
」
が
あ
っ
た
直
後
に
加
賀
美
氏
が
同
船
し
て
い
る

医
師
の
診
察
を
受
け
ず
、
ま
た
根
室
に
帰
港
し
た
後
に
も
診
察
を
受
け
ず
、
帰
京
し
た
一
九
九
六
年
五
月
二
十
八
日
に
も
診

察
を
受
け
ず
、
そ
れ
か
ら
二
日
経
っ
た
同
月
三
十
日
に
診
察
を
受
け
た
の
は
不
自
然
で
は
な
い
か
。
外
務
省
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

五


